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平成30年10月1日　NO  155
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「北海道胆振東部地震」

平成３０年９月６日午前３時０７分、突然の大揺れに思わず飛び起きる。初めは下から突き上げるような想像を絶する揺れ。その後には、体を大きく揺らす横揺れ。慌てて電気のスイッチを押すが、つきません。停電です。すぐに学園に来ましたら、蓄電された予備電気で何とか電気はついていました。先に来ていた副園長、宿直のものが施設の子供たちの安全確認と破損状況を調べてくれており、子どもたちも無事で、建物にも破損は見られないとの報告を受けました。しかし、子どもたちの不安は大きく、食堂に何人かの女子が不安そうに集まっていました。それから、電気のない生活が土曜日の朝まで続きました。
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事前に、もし自然災害がありライフラインが寸断れた時の対応についての話をしていました。幸いにも、ガスや水道も使え今までにストックしていた食料もあることから、いつもと同じとはいかないまでも何とか食事を提供することができました。しかし、停電となり電気のありがたさが身に染みる経験となりました。電話は不通で、ボイラーも使えないことからお風呂にも入れません。学校も休校となり、不自由な生活を送っていました。そんな中で、子どもたちが大きな動揺も見せず、普段通りとはいかないまでも落ち着いた生活を送っていました。不平や不満を言うこともなく、大きな子は年下の子の面倒を見たり、職員の手伝いをしてくれました。そんな姿に子供たちの成長している姿を確認できたのは大きな収穫でした。東日本大震災の時のような津波による大きな被害はありませんでした。しかし、震源地である厚真町や安平町では、家屋や道路の損壊や地割れの後も生々しい様子や犠牲になった方の報道がされています。そんな姿を見るにつけ、心が痛くなる気がします。自然の破壊力の前の人の世の無力感を感じずには入れません。

誰の言葉か忘れましたが、こんな言葉があります。　　　　　　
『辛くて苦しい日々、その日々には必ず意味がある。人の心の痛みがわかるようになる。心の大きい人になる。

置かれている環境がどんなに厳しくとも、その環境には、必ず意味がある。人として成長することが出きるようになる。感動を与えられる人になる。
人生、意味のないことは起こらない。起きたことに感情を注ぐのではなく、起きた意味を考える。
全ては、自分が幸せになるために、起こっているのだから』
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朝晩の冷え込みが本当に厳しくなりました。周囲の樹木も紅葉が少しずつ進み、北海道の短い夏が過ぎ去っていよいよ冬を迎える前の何となく物寂しい秋が深まってきました。日が暮れるのも早くなりました。しかし、周りの田んぼでは稲刈りも始まりました。野菜や果物の収穫も本番を迎えてきました。これからは「豊穣の秋」「稔りの秋」です。少しでも多くの、そして、明るい収穫の便りを届くのを待っています。
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施設長　吉　田　幸　雄
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10月行事予定
3日（水）　　南小６年親子レク　　　幌加内高始業式

4日（木）　　栗山高始業式　　　　　　　　　　　　　　5日（金）　　新篠津高保護者懇談会（1年）

8日（月）　　体育の日　　　　　　　　　　　　　　　　9日（火）　　理容ボランティア（美容室のじりさん）

 11日（木）　　光陵中３年学力テスト（総合Ｂ）

12日（金）　　光陵中学校前期終業式

 13日（土）　　光陵中学校秋休み（～16日）　　 　　　

17日（水）　　光陵中学校後期始業式　

19日（金）　　幌加内高体育祭

 26日（金）　　新篠津高保護者懇談会（２年）　　　　　　27日（土）　　誕生日会

28日（日）　　南小学校学芸会　　　　　　　　　　　　　29日（月）　　南小振替休日　　光陵中２年宿泊研修

30日（火）　　光陵中２年宿泊研修

31日（水）　　光陵中２年回復休暇
. -ご厚志　ご寄贈など　感謝申し上げます（9月１日～３0日）

　(ご芳名もれをお許しください)

コープさっぽろ　様　　ＪＡ北海道中央会　様　　岩見沢東ロータリークラブ　様　　コンパル岩見沢店　様　　岩崎俊博　様　　河内克彰　様　　


.



平成29年度の光が丘学園の第三者評価の結果をＨＰに公開しています。
インターネットにて「光が丘学園」と検索していただきますと左側に「第三者評価結果」という項目が出てきます。そこをクリックいただきますと閲覧することができます。是非ご覧ください。また携帯電話から右下のＱＲコードを読みとっていただくと直接サイトにアクセスすることもできます。
　とどっくフードキャラバンの方々が来園してくれ、キーマカレー、スムージー作りをしました。ご飯はフライパンで炊いたり、苦手な子が多い野菜類も、スムージーにすることで、美味しく頂きました。カレーはいつまでも食べ続けられると、口一杯に頬張っている子がいましたよ。


　　-女子グループ　西原潤子-








　向かう車内で思わぬハプニングがありましたが、無事到着しました。ずっと食べたかった幌加内高校のおそばででしたが、大人気のため１時間待ち・・・・仕方なくあきらめ、別のお店のおそばをいただきました。人混みの中、働くＳさんを見つけ、中学女子たちはクレープも食べ、それぞれがお祭りを楽しむことができました。


　「そば作り」をする高校があるんだぁ！」と新たな発見をした中学女子たちでした。


-女子グループ　野々川友紀-








　夏を締めくくる大きなお祭り。くじ引きに美味しい物と誘惑は沢山です。いろんな誘惑とたたかいながらも考えてお金を使いそれぞれが楽しめたと思います。夏の終わりを楽しい思い出で飾ることができました。　　　　


-男子グループ　昼八賢吾-











「じしん」


　台風や地しんで停電になったり、木が倒れたりしながら生活しました。


―男子グループ　小学4年生　Ｓ君―


「じしん」


　じしんでていでんになったとき、でんきはたいせつだと思った。


　　　　　－女子グループ　小学校３年生　Ｓさん－


「学校祭」


　大地震の影響で、今年の3年生はバザーのない学校祭をおくることになりました。ざんねんでしたが、僕は２年生として、バザーのない学校祭をいいものになるよう、盛り上げました。僕が3年の頃には、バザーのある学校祭になることを願っています。


－男子グループ　中学２年生　Ｓ君ー


「フードキャラバン」


フードキャラバンはキーマカレーの作り方をしった。スムージーの作り方のことが知れて良かった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


－男子グループ　小学6年生　Ｙ君ー


「マラソン大会」


1年生といっしょにはしって１年生をいれないで２年生が全いんで７７人でそのうち２４いでした。うれしかったです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


女子グループ　小学２年生　Ｎさん－








女子グループ　10歳　Ｓさん


　地震のため、誕生日当日は外出せず園内にておやつパーティーを開催して、お祝いしました。Ｓさんの念願だった「たらこパスタ」ですが、物資不足のため、食べられませんでしたが、好きな物がたくさん食べられるイートアップに行きました。主役のＳさんはポップコーンをいっぱい食べました。


-女子グループ　野々川友紀　-








大きな地震と共に明かりの消えた２日間となりました。光と音がない園の中は、静まりかえり・・・という感じではなく、子ども達の元気な声がいつもと変わらずありました。子ども達の共に職員も不安はあるけれど、みんなで、そばにいると和んだり、それぞれの助け合いに励まされたり、日常、あたりまえにあることに感謝する機会となりました。


‐女子グループ　西原潤子‐

















　庁舎内では、人命に関わる様々なブースがあり、教養を身につける場としても良い機会になりました。男の子たちは南先生と連れだって最終まで会場をまわり、Ｈ君はドクターヘリに乗ると夢を語っていました。


-女子グループ　西原潤子-








　アルバイトや友人の交流などでＫ君とＹ君は不参加となりました。小学生にあがってはじめてのグリーンランドで、急流すべりやお化け屋敷など、ちょっとこわいアトラクションに挑戦するＳ君、新しくできた迷路のアトラクションに夢中になるみんな、それぞれ参加した子たちは楽しんで過ごせていたようです。


-男子グループ　南圭輔-














　天気にも恵まれ、絶好のそば刈り日和となりました。Ｒ君、Ｔ君が才能を発揮し、上手に刈り取り、せっせと刈ったそばを集めてくれるＹさんが印象的でした。園内での体験ではＳさんのそば打ちを真剣に見つめるＹ君、Ｓ君。楽しむだけではなく、裏方に周り皆の食べるそばを運んでくれるＲさん、Ｎさんとそれぞれ自分の役割を考え動く姿に成長を感じました。


　　-男子グループ　藤井宏弥-











朝から天気も良く、運動会日和で、はりきるこまざわっ子の２人。かけっこでは後ろをふり向きながら笑顔で走るＨ君。まっすぐ前を見て２位でゴールのＭちゃん。それぞれ職員の応援を受けて照れくさそうに、でも一生懸命頑張っていました！最後にﾒﾀﾞﾙとおもちゃもＧＥＴ★良かったね♪


‐幼児グループ　吉野桃子‐





　人権委員の方が来園され、色々なお話をしてくれました。皆、真剣に聴いていました。　委員会の方からの質問にもしっかりと答えるＹ君、明確な答えで周りを驚かせるＳさん。答えるのが恥ずかしく、他の子たちも「うんうん」とうなずきながら聞く姿を見て、彼らのこころにも思い遣りの種がしっかり根付いていると実感する時間でした。


-男子グループ　藤井宏弥-











　はじめてのイベントということもあり、何をするんだろう？という不安な姿を見せてもらいましたが、参加したＳさん、Ｓ君、Ｈ君、３人とも、いざ会場へ行ってみると、他の誰より声を出して頑張っていました。担当したお店の商品について興味を持ち、自ら店の人に聞いては、自分なりに宣伝文句を工夫して販売するＳさん。一年生ながらに、しっかりお話を聴いて売り場を歩くＳ君、Ｈ君。


　とても良い体験だったと思います。


-男子グループ　南圭輔-











女子グループ　12歳　Ｋさん


　地震の影響により、日時とお店を変更しています。本人の希望通りフライドポテトが食べられる、びっくりドンキーに行きました。料理が来るまでの間は、みんなで肩を組み、ルンルン気分でした。主役のＫさんはお店でもポテトを食べ、夕方はお祭りでもポテトを食べ、お腹いっぱいの誕生会でした。


-女子グループ　野々川友紀　-





男子グループ　14歳　Ｒ君


　Ｒ君の希望でたこ焼きパーティーが開催されました。食べ盛りの男の子ばかりで100個以上のたこ焼きを作ってみんなで食べました。味の複雑な物を忍ばせたりと大きい子ならではのパーティになりました。みんなに祝われ少し照れくさいＲ君でしたが、しっかりと主役を全うしてくれました。


-男子グループ　　昼八賢吾-








